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はじめに
　『サンユッタ・ニカーヤ』に含まれる「カンダ・サンユッタ」には，五蘊
の無常・苦・非我（無我）に関わる教説が多数収められている。従来この教
説に関しては，説かれている部分だけを取りあげて解説ないし説明がなされ
るだけで，充分な考察は行なわれてこなかった。無常・苦・非我に関わる教
説に対する考察を深める作業は，原始仏教思想をよりよく理解するために必
要なことであると考える。
　筆者は「カンダ・サンユッタ」に説かれる多くの教説のうち，無常・苦・
非我が一括りにまとめて現われてくる教説以外の教説を精査し，「カンダ・
サンユッタ」全体を編集した意図のようなものを想定して，より幅広い文脈
のなかで，無常・苦・非我に関わる教説を捉えなおそうとした。※ １その結果，
「カンダ・サンユッタ」全体を編集した主旨のようなものとして，「無常であり，
苦であり，変化する性質のものである色・受・想・行・識を，これはわたし
のものではない，わたしはこれではない，これはわたしの我ではない，とあ
りのままに正しい智慧によって見るべきである」という主張が一貫していて，
無常・苦・非我に関わる教説とは端的にいって「非我説」である，という結
論にいたった。この結論は，無常・苦・非我が一括りになった教説を考慮に
いれても変わらない。無常・苦・非我に関わる教説は，「無常」の教えと「苦」
の教えと「非我」の教えが個々別々に並列的に説かれているのではなく，無
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常と苦は非我に誘導するための導入部として説かれているのであって，主眼
は非我にあったということである。すなわち，「カンダ・サンユッタ」は，色・
受・想・行・識は非我である，という「五蘊非我説」を説いているのである。
　本稿では，この教説で用いられる苦の意味について考えてみたい。導入部
として説かれた無常と苦のうち，無常については，意味として誤解される要
素はあまりない。ところが，苦については，おおいに誤解される要素があり，
実際に誤解されてきたように思う。適切な意味を与えることで，非我説とし
ての意義がいっそう明らかになり，全体としての趣旨もすっきりするように
思う。
１　苦の二つの意味
　苦と訳されるパーリ語ドゥッカ（dukkha）について，中村元博士は次のよ
うにいう。「インドの一般の言語においては『うまく行かぬ』『・・・し難い』
『・・・するのがむつかしい』という意味で，不変詞（indeclinable）として
用いられる。それが名詞として『希望どおりにならぬこと』，さらに転じて『苦
しみ』『悩み』をも意味することとなり，インド思想史上の中心観念の一つ
となったのである。」※２
　ここで語られているのは，苦には二つの意味があるということである。
　一つはゴータマ・ブッダの思想ないし仏教全体の原点ともいうべき「苦悩」
の意味である。四諦説に代表されるように，ゴータマ・ブッダの思想ないし
仏教は苦悩の自覚に始まり，苦悩の解決に終わるといってよいほどである。
苦悩の原因をたずね，原因を解決することによって苦悩の解決をはかるべく，
八正道という方法を用いる。原因の探求は十二因縁にまで詳しく及ぶように
なった。仏教で苦といえば，だれでもがこの「苦悩」という意味で解釈して
きたであろう。
　二つ目は一般的な意味での「思い通りにならないこと」「希望通りになら
ないこと」である。これは，思い通りにならないから「苦悩」がある，とい
う意味での苦ではなく，思い通りにならないことそのものを苦というのであ
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る。苦悩という感情的ないし実存的な情感ではなく，思い通りにならないと
いう理性的ないし自省的な判断である。
２　無常・苦・非我に関わる教説への適用
　無常・苦・非我に関わる教説において，苦が説かれるパターンは四つに分
けられる。
（1）色〔・受・想・行・識〕は無常である。色〔・受・想・行・識〕は苦
である。色〔・受・想・行・識〕は非我である。
（2）色〔・受・想・行・識〕は無常である。無常であるものは苦である。
苦であるものは非我である。
（3）「色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，無常であるか。」「無常です。」
「無常であるものは苦であるか，楽であるか。」「苦です。」
（4）「無常であり，苦であり，変化する性質のもの（色〔・受・想・行・識〕）
を，これはわたしのものである，わたしはこれである，これはわたし
の我であると見ることは正しいか。」「そうではありません。」
　これらの四つのパターンに上記の二つの意味を適用してみるとどうなる
か。
（1）色〔・受・想・行・識〕は苦悩である。または，色〔・受・想・行・識〕
は思い通りにならない。
（2）無常であるものは苦悩である。苦悩であるものは非我である。または，
無常であるものは思い通りにならない。思い通りにならないものは非
我である。
（3）「無常であるものは苦悩であるか，安楽であるか。」「苦悩です。」または，
「無常であるものは思い通りにならないか，思い通りになるか。」「思
い通りになりません。」
（4）「無常であり，苦悩であり，変化する性質のもの，または，無常であり，
思い通りにならず，変化する性質のものを，これはわたしのものであ
る，わたしはこれである，これはわたしの我であると見ることは正し
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いか。」「そうではありません。」
　いずれも，「思い通りにならないこと」という意味の方が文脈にふさわし
いと思われる。翻訳という観点からは，「苦」と訳しておけば無難であり，
とくに問題もおきないが，無常・苦・非我に関わる教説をどのように理解す
るかという観点からは，そこをあえて問題にして，「苦」が意味するところ
を明確にしなければならない。上記のように，「苦」は「苦悩」という意味
ではなく，「思い通りにならないこと」という意味であることが明確になると，
無常・苦・非我に関わる教説が意図するところもおのずと明確に見えてくる
であろう。
まとめ
　以上の考察をふまえ，苦の意味を「思い通りにならないこと」としたうえで，
「カンダ・サンユッタ」全体の主旨と結論づけた主張に適用すると，「無常で
あり，思い通りにならず，変化する性質のものである色・受・想・行・識を，
これはわたしのものではない，わたしはこれではない，これはわたしの我で
はない，とありのままに正しい智慧によって見るべきである」となる。常住
性と自在性と不変性をもたない色・受・想・行・識は我ではないと見るべき
である，といっているのである。これまでのように「苦悩」という意味のまま，
「無常であり，苦悩であり，変化する性質のものである色・受・想・行・識を，
これはわたしのものではない，わたしはこれではない，これはわたしの我で
はない，とありのままに正しい智慧によって見るべきである」とするよりも，
全体の趣旨がすっきりと通るようになったであろう。また，色・受・想・行・
識は我ではない，すなわち非我であることを理解させるための誘導の導入部
として，無常であり，思い通りにならないことが説かれていたこともはっき
りし，さらに「カンダ・サンユッタ」が全体として，色・受・想・行・識は
非我であること，すなわち，「五蘊非我説」を説いていることも，より明確
に理解できるようになったのではないかと考える。
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注
１　拙稿「「カンダ・サンユッタ」の無常・苦・非我」『印度学仏教学研究』66-1，2017
年 12 月，（64）-（70）ページ。なお，参考資料として，「カンダ・サンユッタ」の
全経典の要点を巻末に提示しておく。
２　中村元「苦の問題」『仏教思想５　苦』仏教思想研究会編，平楽寺書店，1980 年，
6 ページ。拙稿「原始仏教思想研究におけるドゥッカ」『青森公立大学紀要』14-1，
2008 年 9 月，11-21 ページを参照。
＜参考資料＞
１　無常・苦・非我の教説（無常・苦・非我が一括りにまとめて現われてくる教説）
　　（1）色〔・受・想・行・識〕は無常である。色〔・受・想・行・識〕は苦である。
　　色〔・受・想・行・識〕は非我である。
　　（根本第 1 章第 9 経～第 11 経，根本第 2 章第 1 経～第 3 経，根本第 2 章第 7 経～
第 9 経，根本第 4 章第 8 経～第 10 経，中分第 2 章第 4 経～第 6 経，後分第 4 章第 2
経～第 10 経，後分第 4 章第 12 経～第 13 経）
　　（2）色〔・受・想・行・識〕は無常である。無常であるものは苦である。苦であ
　　るものは非我である。
　　（根本第 2 章第 4 経～第 6 経，根本第 5 章第 3 経～第 4 経，中分第 3 章第 4 経～第
5 経）
２　無常・苦・非我以外の教説
　　（根本第 1 章第 1 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。わたしは色〔・受・想・行・識〕である，色〔・
受・想・行・識〕はわたしのものであると執らわれてしまう。わたしは色〔・受・想・
行・識〕である，色〔・受・想・行・識〕はわたしのものであると執らわれていても，
その色〔・受・想・行・識〕は変化し変異する。色〔・受・想・行・識〕が変化し
変異することにより，かれに愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みが生じる。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。わたしは色〔・受・想・行・識〕である，色〔・受・
想・行・識〕はわたしのものであると執らわれない。わたしは色〔・受・想・行・識〕
である，色〔・受・想・行・識〕はわたしのものであると執らわれないまま，その
色〔・受・想・行・識〕は変化し変異する。色〔・受・想・行・識〕が変化し変異
しても，かれに愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みは生じない。（サーリプッタ）（根
本第 1 章第 7 経，第 8 経に同趣旨）
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　　（根本第 1 章第 2 経）色〔・受・想・行・識〕に対して貪欲を離れず，欲望を離れ
ず，愛着を離れず，渇望を離れず，熱悩を離れず，渇愛を離れない者には，その色〔・
受・想・行・識〕が変化し変異することにより，愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩
みが生じる。
　　色〔・受・想・行・識〕に対して貪欲を離れ，欲望を離れ，愛着を離れ，渇望を
離れ，熱悩を離れ，渇愛を離れた者には，その色〔・受・想・行・識〕が変化し変
異しても，愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みは生じない。（サーリプッタ）
　　（根本第 1 章第 3 経）色〔・受・想・行・識〕という要素に対する欲望，貪欲，歓
喜，渇愛，接近と取著，心の執持，執着，煩悩は如来において捨てられ，根が断た
れ根なしにされたターラ樹のように，存在しないものにされ，未来に生じないもの
である。（マハーカッチャーナ）
　　（根本第 1 章第 4 経）色〔・受・想・行・識〕という要素に対する欲望，貪欲，歓
喜，渇愛，接近と取著，心の執持，執着，煩悩を滅尽し，染まらず，消滅させ，捨て，
放棄することにより，心はよく解脱したといわれる。（マハーカッチャーナ）
　　（根本第 1 章第 5 経）三昧に入った修行僧は色〔・受・想・行・識〕の生起と消滅
をありのままに知る。（根本第 1 章第 6 経に同趣旨）
　　（根本第 2 章第 10 経）色〔・受・想・行・識〕は無常である。作られたものである。
縁って起こったものである。滅尽する性質のものである。衰滅する性質のものである。
消失する性質のものである。消滅する性質のものである。それが消滅すると消滅と
いわれる。
　　（根本第 3 章第 1 経）荷物とは何か。それは五取蘊というべきである。五つとは何
か。色〔・受・想・行・識〕取蘊である。荷物を運ぶ者とは何か。それは人という
べきである。かくかくしかじかの名前，氏姓をもち，寿命をそなえた者である。荷
物を背負うこととは何か。およそこの渇愛は再生するものであり，喜びと貪りをと
もない，そこここで大きな喜びをもつものである。すなわち，欲望への渇愛，生存
への渇愛，虚無への渇愛である。荷物を降ろすこととは何か。同じその渇愛を残ら
ず消失し，消滅し，捨て，放棄し，解脱し，執着しない〔ことである〕。
　　　世の中で荷物を背負うことは苦であり，荷物を降ろすことは楽である。
　　　渇愛を根もろともに引き抜いて，欲がなく，寂静である，と。
　　（根本第 3 章第 2 経）あまねく知られるべきものとは何か。色〔・受・想・行・識〕
があまねく知られるべきものである。あまねく知ることとは何か。貪りの滅尽，怒
りの滅尽，愚かさの滅尽，これがあまねく知ることといわれる。
　　（根本第 3 章第 3 経）色〔・受・想・行・識〕をよく知らず，あまねく知らず，染
まることを離れず，捨てなければ，苦を滅尽することはできない。色〔・受・想・行・
識〕をよく知り，あまねく知り，染まらず，捨てれば，苦を滅尽することができる。
　　（根本第 3 章第 4 経）色〔・受・想・行・識〕に対する欲望と貪欲があれば，それ
を捨てなさい。そうすれば，その色〔・受・想・行・識〕は捨てられ，根が断たれ
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根なしにされたターラ樹のように，存在しないものにされ，未来に生じないものと
なるであろう。
　　（根本第 3 章第 5 経）色〔・受・想・行・識〕に縁って生じる楽しみや喜び，これ
が色〔・受・想・行・識〕の味である。色〔・受・想・行・識〕は無常であり，苦
であり，変化する性質のものであること，これが色〔・受・想・行・識〕の患である。
色〔・受・想・行・識〕に対する欲望と貪欲を制御し，欲望と貪欲を捨てること，
これが色〔・受・想・行・識〕からの離である。
　　わたしはこれら五取蘊の味を味として，患を患として，また離を離としてありの
ままに知ったので，神々を含み，マーラを含み，ブラフマー神を含む世界のなかで，
沙門・バラモンを含み，神々や人間を含む人々のなかで，わたしは無上の正しいさ
とりに目覚めた，とはじめていったのである。（根本第 3 章第 6 経，第 7 経に同趣旨）
　　（根本第 3 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕をおおいに喜ぶ者は苦をおおいに喜
ぶのである。苦をおおいに喜ぶ者は苦から解放されない，とわたしはいう。
　　色〔・受・想・行・識〕をおおいに喜ばない者は苦をおおいに喜ばないのである。
苦をおおいに喜ばない者は苦から解放される，とわたしはいう。
　　（根本第 3 章第 9 経）色〔・受・想・行・識〕が生起し，存続し，再び生起して現
われるということ，それは苦が生起し，病気が生起し，老いと死が現われるという
ことである。
　　しかしながら，色〔・受・想・行・識〕が消滅し，寂滅し，滅没するということ，
それは苦が消滅し，病気が寂滅し，老いと死が滅没するということである。
　　（根本第 3 章第 10 経）痛みと痛みの根源について話そう。色〔・受・想・行・識〕
が痛みである。およそこの渇愛は再生するものであり，喜びと貪りをともない，そ
こここで大きな喜びをもつものである。すなわち，欲望への渇愛，生存への渇愛，
虚無への渇愛である。それが痛みの根源といわれる。
　　（根本第 3 章第 11 経）壊れるものと壊れないものについて話そう。色〔・受・想・
行・識〕は壊れるものである。その消滅，寂滅，滅没が壊れないものである。
　　（根本第 4 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕はあなたたちのものではない。それ
を捨てなさい。捨てれば，あなたたちに利益と安楽があるであろう。（根本第 4 章第
2 経に同趣旨）
　　（根本第 4 章第 3 経）もし〔意識のなかに〕色〔・受・想・行・識〕を潜在させる
と，それによって名称がつけられる。もし〔意識のなかに〕色〔・受・想・行・識〕
を潜在させなければ，それによって名称はつけられない。（根本第 4 章第 4 経に同趣
旨）
　　（根本第 4 章第 5 経）色〔・受・想・行・識〕の生起が知られ，衰滅が知られ，存
在して変異することが知られる。（根本第 4 章第 6 経に同趣旨）
　　（根本第 4 章第 7 経）教えに従うということは，色〔・受・想・行・識〕について
おおいに厭うているべきである。修行僧は色〔・受・想・行・識〕についておおい
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に厭いつつ，色〔・受・想・行・識〕をよく知る。修行僧が色〔・受・想・行・識〕
をよく知れば，色〔・受・想・行・識〕から解放される。生まれ・老い・死・愁い・
悲しみ・苦しみ・憂い・悩みから解放される。〔すなわち〕苦から解放される，とわ
たしはいう。
　　（根本第 5 章第 1 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。その色〔・受・想・行・識〕は変化し変異する。
色〔・受・想・行・識〕が変化し変異することにより，かれに愁い・悲しみ・苦しみ・
憂い・悩みが生じる。
　　色〔・受・想・行・識〕が無常であり，変化し，消失し，消滅することを知り，
過去の色〔・受・想・行・識〕も現在のすべての色〔・受・想・行・識〕も無常で
あり，苦であり，変化する性質のものであると，このようにこれをありのままに正
しい智慧によって見る者には，愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みは捨てられる。
　　（根本第 5 章第 2 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。これが有身の生起に導く道であり，有身の生
起に導く道であるといわれる。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。これが有身の消滅に導く道であり，有身の消滅に導
く道であるといわれる。
　　（根本第 5 章第 5 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。これが〔自己に従って〕見るということであり，
それは，わたしは存在するという〔思いこみ〕にいたるのである。
　　（根本第 5 章第 6 経）五蘊とは何か。およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，
過去・未来・現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・
近くにある色〔・受・想・行・識〕を色〔・受・想・行・識〕蘊という。これらが
五蘊といわれる。五取蘊とは何か。およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，
過去・未来・現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・
近くにある，煩悩をともない，取著される色〔・受・想・行・識〕を色〔・受・想・
行・識〕取蘊という。これらが五取蘊といわれる。
　　（根本第 5 章第 7 経）いかなる沙門・バラモンであれ，無常であり，苦であり，変
化する性質のものである色〔・受・想・行・識〕をもとにして，わたしは優れてい
るとか，わたしは同等であるとか，わたしは劣っていると見るならば，ありのまま
に見ていない以外の何ものであろうか。
　　いかなる沙門・バラモンであれ，無常であり，苦であり，変化する性質のもので
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ある色〔・受・想・行・識〕をもとにして，わたしは優れているとも，わたしは同
等であるとも，わたしは劣っているとも見ないならば，ありのままに見ている以外
の何ものであろうか。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（根本第 5 章第 8 経）いかなる沙門・バラモンであれ，色〔・受・想・行・識〕を
知らず，色〔・受・想・行・識〕の生起を知らず，色〔・受・想・行・識〕の消滅
を知らず，色〔・受・想・行・識〕の消滅に導く道を知らないそれらの沙門・バラ
モンたちを，わたしは沙門であっても沙門と考えず，バラモンであってもバラモン
と考えない。
　　いかなる沙門・バラモンであれ，色〔・受・想・行・識〕を知り，色〔・受・想・
行・識〕の生起を知り，色〔・受・想・行・識〕の消滅を知り，色〔・受・想・行・
識〕の消滅に導く道を知るそれらの沙門・バラモンたちを，わたしは沙門にふさわ
しく，バラモンにふさわしいと考える。
　　（根本第 5 章第 9 経）修行僧は無常であるだけの色〔・受・想・行・識〕を無常で
あると見る。そのかれに正しい見解が生じる。正しく見ると厭う。喜びが尽きるの
で貪欲が尽きる。貪欲が尽きるので喜びが尽きる。喜びと貪欲が尽きるので，心が
解脱し，よく解脱したといわれる。（根本第 5 章第 10 経に同趣旨）
　　（中分第 1 章第 1 経）もし修行僧が色〔・受・想・行・識〕という要素に対する貪
りを捨てれば，貪りが捨てられるがゆえに，対象は断たれ，識の拠り所はなくなる。
拠り所がないその識は増大せず，また作りだそうとしないので，解脱する。（中分第
1 章第 2 経，第 3 経に同趣旨）
　　（中分第 1 章第 4 経）いかなる沙門・バラモンであれ，このように色〔・受・想・行・
識〕を知り，このように色〔・受・想・行・識〕の生起を知り，このように色〔・受・
想・行・識〕の消滅を知り，このように色〔・受・想・行・識〕の消滅に導く道を
知り，色〔・受・想・行・識〕について厭い，染まらず，消滅に向かって歩む者は
だれでも，正しく実践しているといえる。正しく実践する者は，この教えと戒律にしっ
かり立っている。
　　（中分第 1 章第 5 経）色〔・受・想・行・識〕に縁って生じる楽しみや喜び，これ
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が色〔・受・想・行・識〕の味である。色〔・受・想・行・識〕は無常であり，苦
であり，変化する性質のものであること，これが色〔・受・想・行・識〕の患である。
色〔・受・想・行・識〕に対する欲望と貪欲を制御し，欲望と貪欲を捨てること，
これが色〔・受・想・行・識〕からの離である。
　　いかなる沙門・バラモンであれ，このように色〔・受・想・行・識〕を知り，こ
のように色〔・受・想・行・識〕の生起を知り，このように色〔・受・想・行・識〕
の消滅を知り，このように色〔・受・想・行・識〕の消滅に導く道を知り，このよ
うに色〔・受・想・行・識〕の味を知り，このように色〔・受・想・行・識〕の患
を知り，このように色〔・受・想・行・識〕からの離を知り，色〔・受・想・行・識〕
について厭い，染まらず，消滅に向かって歩む者はだれでも，正しく実践している
といえる。正しく実践する者は，この教えと戒律にしっかり立っている。
　　（中分第 1 章第 6 経）阿羅漢であり，正しく目覚めた者である如来は，色〔・受・想・
行・識〕について厭い，染まらず，消滅し，取著がないので，解脱した者，正しく
目覚めた者といわれる。
　　智慧によって解脱した修行僧も，色〔・受・想・行・識〕について厭い，染まらず，
消滅し，取著がないので，解脱した者，智慧によって解脱した者といわれる。
　　（中分第 1 章第 7 経）色〔・受・想・行・識〕は非我である。色〔・受・想・行・識〕
が我であるならば，この色〔・受・想・行・識〕が病気になることはないであろうし，
また色〔・受・想・行・識〕に対して，わたしの色〔・受・想・行・識〕はこのよ
うにあれとか，このようにあってはならないとか，〔いう〕ことができるであろう。
　　しかしながら，色〔・受・想・行・識〕は我ではない。それゆえ，この色〔・受・
想・行・識〕が病気になることもあるし，また色〔・受・想・行・識〕に対して，
わたしの色〔・受・想・行・識〕はこのようにあれとか，このようにあってはなら
ないとか，〔いう〕ことができないのである。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。（「無我相経」）
　　（中分第 1 章第 8 経）この色〔・受・想・行・識〕というものが苦ばかりであり，
苦を受け，苦をもたらし，楽をもたらさなければ，人々は色〔・受・想・行・識〕
に執着しないであろう。しかし，色〔・受・想・行・識〕というものは楽である。
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楽を受け，楽をもたらし，苦をもたらさない。それゆえ，人々は色〔・受・想・行・
識〕に執着する。執着するので束縛される。束縛されるので汚れるのである。
　　この色〔・受・想・行・識〕というものが楽ばかりであり，楽を受け，楽をもた
らし，苦をもたらさなければ，人々は色〔・受・想・行・識〕について厭わないで
あろう。しかし，色〔・受・想・行・識〕というものは苦である。苦を受け，苦を
もたらし，楽をもたらさない。それゆえ，人々は色〔・受・想・行・識〕について
厭う。厭うと染まらない。染まらないので清浄になるのである。
　　（中分第 1 章第 9 経）色〔・受・想・行・識〕は燃えている。このように見て，聖
弟子は色〔・受・想・行・識〕について厭う。厭うと染まらない。染まらないので
解脱する。解脱すると解脱したと知る。生まれは尽きた。清らかな修行は完成した。
なされるべきことはなされた。この状態のほかはない，と知るのである。
　　（中分第 1 章第 10 経）〔過去，現在，未来を区別して述べるために〕これら三つの
ことばの道，〔三つの〕名辞の道，〔三つの〕告知の道がある。〔それは〕いまだ汚さ
れず，かつて汚されず，いま汚されず，将来も汚されないであろう。学識ある沙門・
バラモンによって非難されないものである。〔過去，現在，未来を区別して述べる〕
三つ〔のことばの道〕とは何か。
　　過去にすでに消滅し，変化した色〔・受・想・行・識〕は「かつて存在した」と
呼ばれ，「かつて存在した」と称され，「かつて存在した」と知らされていて，「いま
存在している」とは呼ばれず，「将来存在するであろう」とも呼ばれない。いまだ生
じず，いまだ現われない色〔・受・想・行・識〕は「将来存在するであろう」と呼
ばれ，「将来存在するであろう」と称され，「将来存在するであろう」と知らされて
いて，「いま存在している」とは呼ばれず，「かつて存在した」とも呼ばれない。現
に生じており，現われている色〔・受・想・行・識〕は「いま存在している」と呼
ばれ，「いま存在している」と称され，「いま存在している」と知らされていて，「か
つて存在した」とも呼ばれず，「将来存在するであろう」とも呼ばれない。
　　ウッカラーのヴァッサとバンニャーは無因論者，非行為論者，虚無論者であるのに，
かれらもこれら三つのことばの道，〔三つの〕名辞の道，〔三つの〕告知の道を叱責
し論難すべきだとは思わなかった。それはなぜか。〔もし過去，現在，未来を混同し
て述べると〕批判され，そしられ，非難されることを恐れたからである。
　　（中分第 2 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕に取著すればマーラに捕まる。取著
しなければパーピマントから脱する。
　　（中分第 2 章第 2 経）色〔・受・想・行・識〕を考えるとマーラに捕まる。考えな
ければパーピマントから脱する。
　　（中分第 2 章第 3 経）色〔・受・想・行・識〕をおおいに喜べばマーラに捕まる。
おおいに喜ばなければパーピマントから脱する。
　　（中分第 2 章第 7 経）色〔・受・想・行・識〕はわたしのものでないものである。
それに対して，あなたは欲望を捨てるべきである。
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　　（中分第 2 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕は〔心を〕染めるものである。それ
に対して，あなたは欲望を捨てるべきである。
　　（中分第 2 章第 9 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見る。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思い，わたしのものという思い，慢心という潜在
する煩悩がなくなる。
　　（中分第 2 章第 10 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見て，取著なく解脱する。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思いやわたしのものという思いや慢心を離れ，お
ごりを超えて，よく解脱する。
　　（中分第 3 章第 1 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに
知らない。聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに知る。
　　（中分第 3 章第 2 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と離を
ありのままに知らない。聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と
離をありのままに知る。（中分第 3 章第 3 経に聖弟子の部分のみ説かれる）
　　（中分第 3 章第 6 経）如来は，このように色〔・受・想・行・識〕がある，このよ
うに色〔・受・想・行・識〕の生起がある，このように色〔・受・想・行・識〕の
滅没がある，と説く。神々ですら，わたしたちは無常であるのに，常恒であると思っ
ていた，恒久ではないのに，恒久であると思っていた，常住ではないのに，常住で
あると思っていた，わたしたちは無常であり，恒久でもなく，常住でもなく，有身
に執らわれている者にすぎないのである〔と考える〕。
　　ブッダは有身の滅尽と有身の生起を説き，また苦の寂滅におもむく聖なる八支の
道を説く。
　　（中分第 3 章第 7 経）いかなる沙門・バラモンであれ，ところどころにある以前の
住処を追憶しつつ追憶する者たちは，五取蘊のすべてか，あるいはそれらのうちの
どれか一つを追憶しているにすぎない。過去にわたしはこのような色〔・受・想・行・
識〕をもつ者であったと追憶しつつ，同じ色〔・受・想・行・識〕を追憶する。
　　聖弟子はつぎのように精察する。わたしは現在，色〔・受・想・行・識〕によっ
て食べられている。現在わたしが色〔・受・想・行・識〕によって食べられている
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ように，過去にもわたしは同じように色〔・受・想・行・識〕によって食べられた。
そして，わたしは未来に色〔・受・想・行・識〕をおおいに喜ぶであろう。現在生
起している色〔・受・想・行・識〕によって食べられているように，未来もわたし
は同じように色〔・受・想・行・識〕によって食べられるであろう，と。かれはこ
のように精察して，過去の色〔・受・想・行・識〕に対して省りみない者となる。
未来の色〔・受・想・行・識〕をおおいに喜ばない。現在生起している色〔・受・想・
行・識〕を厭い，染まらず，消滅に向かって歩む者となる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 3 章第 8 経）わたしが色〔・受・想・行・識〕を取著しつつ取著すると，
取著によって生存というものがあるであろうし，生存によって生があるであろうし，
生によって老・死・愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みが生じるであろう。このよ
うにして，すべてのこの苦の集まりが生起するであろう。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 3 章第 9 経）このように知り，このように見る者には，もろもろの煩悩が
ただちに滅尽する。
　　かれは色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。
　　つぎのような見解もない。それは我である，それは世界である。それは死後に常
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住であり，恒久であり，常恒であり，変化しないものであろう，と。また，わたし
は存在しないかもしれないし，わたしの〔我も〕存在しないかもしれない。未来に
わたしは存在しないだろうし，わたしの〔我も〕存在しないであろう，と。
　　（中分第 3 章第 10 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・
受・想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，
色〔・受・想・行・識〕のなかに我を見る。このようにして，有身見が生じる。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。このようにして，有身見は生じない。
　　色〔・受・想・行・識〕に縁って生じる楽しみや喜び，これが色〔・受・想・行・
識〕の味である。色〔・受・想・行・識〕は無常であり，苦であり，変化する性質
のものであること，これが色〔・受・想・行・識〕の患である。色〔・受・想・行・
識〕に対する欲望と貪欲を制御し，欲望と貪欲を捨てること，これが色〔・受・想・
行・識〕からの離である。
　　およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・現在の，内的・外的の，
粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにあるすべての色〔・受・想・行・
識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれではない，これはわたしの我
ではないと，このようにこれをありのままに正しい智慧によって見る。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思い，わたしのものという思い，慢心という潜在
する煩悩がなくなる。
　　「色〔・受・想・行・識〕は非我であるといわれる。我によって作られたものでな
いもろもろの業は，どの我に触れるのであろうか。」
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 4 章第 1 経）「色〔・受・想・行・識〕に取著すると，わたしは存在する
という〔思いこみ〕がある。取著しなければ，〔その思いこみは〕ない。」
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
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「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。（プンナ・マンターニプッタ）
　　（中分第 4 章第 2 経）「色〔・受・想・行・識〕に対して貪欲を離れず，欲望を離
れず，愛着を離れず，渇望を離れず，熱悩を離れず，渇愛を離れない者には，その
色〔・受・想・行・識〕が変化し変異することにより，愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・
悩みが生じるか。」「生じます。」
　　「色〔・受・想・行・識〕に対して貪欲を離れ，欲望を離れ，愛着を離れ，渇望を
離れ，熱悩を離れ，渇愛を離れた者には，その色〔・受・想・行・識〕が変化し変
異することにより，愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みは生じるか。」「生じません。」
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 4 章第 3 経）「わたしはこのように世尊によって説かれた教えを理解して
います。すなわち，煩悩を滅尽した修行僧は，身体が滅ぶと，破壊されて滅亡し，
死後には存在しない，と。」
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
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慧によって見るべきである。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕を如来であると見るか。」「見ません。」
「色〔・受・想・行・識〕のなかに如来がいると見るか。」「見ません。」「色〔・受・想・
行・識〕とは別に如来がいると見るか。」「見ません。」「如来を色〔・受・想・行・識〕
であると見るか。」「見ません。」「如来を色〔・受・想・行・識〕のないものである
と見るか。」「見ません。」「ここに，現世において，真理として，真実として，あな
たに如来は得られていない。あなたの『わたしはこのように世尊によって説かれた
教えを理解しています。すなわち，煩悩を滅尽した修行僧は，身体が滅ぶと，破壊
されて滅亡し，死後には存在しない』という解答は適正であるか。」「間違った見解
でした。」「それでは，阿羅漢であり，煩悩を滅尽した修行僧は，身体が滅ぶと，死
後はどうなるのか，と問われたら，どのように答えるか。」「色〔・受・想・行・識〕
は無常です。無常であるものは苦です。苦であるものは滅するものであり，没する
ものです〔，と答えます〕。」
　　凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・想・行・識〕を
所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・受・想・行・識〕
のなかに我を見る。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。（サーリプッタ）
　　（中分第 4 章第 4 経）「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，
あるいは無常であるか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽
であるか。」「苦です。」「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわ
たしのものである，わたしはこれである，これはわたしの我であると見ることは正
しいか。」「そうではありません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕を如来であると見るか。」「見ません。」
「色〔・受・想・行・識〕のなかに如来がいると見るか。」「見ません。」「色〔・受・想・
行・識〕とは別に如来がいると見るか。」「見ません。」「如来を色〔・受・想・行・識〕
であると見るか。」「見ません。」「如来を色〔・受・想・行・識〕のないものである
と見るか。」「見ません。」「ここに，現世において，真理として，真実として，あな
たに如来は得られていない。あなたの『如来は，如来は死後存在する，如来は死後
存在しない，如来は死後存在しかつ存在しない，如来は死後存在するのでも存在し
ないのでもない，という四つの立場に立たずに如来〔自身〕を示す』という解答は
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適正であるか。」「そうではありません。」「わたしはこれまでもいまも，苦と苦の消
滅を教えているのである。」
　　（中分第 4 章第 5 経）法を見る者はわたしを見る。わたしを見る者は法を見る。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　「色〔・受・想・行・識〕は無常です。それをわたしは疑いません。無常であるも
のは苦です。それをわたしは疑いません。無常であり，苦であり，変化する性質の
ものに欲望も貪欲も愛着もないということを，わたしは疑いません。」
　　（中分第 4 章第 6 経）禅定を真髄とする沙門・バラモンは，禅定が得られないとき
に，わたしは衰退しているのではないかと考える。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 4 章第 7 経）わたしは色〔・受・想・行・識〕をわたしであるとはいわな
い。色〔・受・想・行・識〕とは別にわたしであるともいわない。これら五取蘊の
なかにわたしであるというものが得られても，それがわたしであるとは見ない。
　　これら五取蘊の生と滅を見るとき，五取蘊にともなってきた，わたしは存在する
という慢心や，わたしは存在するという欲望や，わたしは存在するという潜在する
煩悩も根絶される。（ケーマカ）
　　（中分第 4 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕は無常である。色〔・受・想・行・識〕
は非我である。一切の行は無常である。一切の法は非我である。そのように思うが，
それではいったいわたしの我は何か，と考えてしまう。（チャンナ）
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　　すべてはある，というのは一つの極端である。すべてはない，というのはもう一
つの極端である。如来はこれら二つの極端に近づかず，中間によって教えを説く。
（アーナンダ）
　　（中分第 4 章第 9 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見る。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思い，わたしのものという思い，慢心という潜在
する煩悩がなくなる。
　　（中分第 4 章第 10 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見て，取著なく解脱する。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思いやわたしのものという思いや慢心を離れ，お
ごりを超えて，よく解脱する。
　　（中分第 5 章第 1 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。その色〔・受・想・行・識〕は壊れる。その
ために不幸や災禍におちいる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 5 章第 2 経）色〔・受・想・行・識〕が常住であり，恒久であり，常恒で
あり，変化しない性質のものであることは，世間の賢者たちから承認されたもので
はないし，わたしもそれを〔承認されたものでは〕ないという。
　　色〔・受・想・行・識〕が無常であり，苦であり，変化する性質のものであるこ
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とは，世間の賢者たちから承認されたものであるし，わたしもそれを〔承認された
もので〕あるという。
　　（中分第 5 章第 3 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，修行僧は見て，よく考え，根源から観察する。
かれにはそれは空虚にしか見えない。空無にしか見えない。実体のないものにしか
見えない。いったい色〔・受・想・行・識〕に実体などあるであろうか。
　　（中分第 5 章第 4 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，常住であり，
恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのままである色〔・
受・想・行・識〕はない。
　　常住であり，恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそ
のままでいる自己自身を得ることはこれっぽっちもない。常住であり，恒久であり，
常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのままである自己自身を得る
ことがもしあれば，この梵行住は正しく苦を滅すると認められないであろう。常住
であり，恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのまま
である自己自身を得ることはこれっぽっちもないのであるから，この梵行住は正し
く苦を滅すると認められるのである。
　　すべての諸行は過ぎ去り，滅し，変化した。このように諸行は無常である。この
ように諸行は常住ではない。このように諸行は常恒ではないのである。
　　（中分第 5 章第 5 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，常住であり，
恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのままである色〔・
受・想・行・識〕はない。
　　常住であり，恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそ
のままである色〔・受・想・行・識〕はこれっぽっちもない。常住であり，恒久で
あり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのままである色〔・受・
想・行・識〕がもしあれば，この梵行住は正しく苦を滅すると認められないであろう。
常住であり，恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にその
ままである色〔・受・想・行・識〕はこれっぽっちもないのであるから，この梵行
住は正しく苦を滅すると認められるのである。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
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ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 5 章第 6 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，常住であり，
恒久であり，常恒であり，変化しない性質のものであり，永遠にそのままである色〔・
受・想・行・識〕はない。
　　（中分第 5 章第 7 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。
　　かれは色〔・受・想・行・識〕のまわりを走り，めぐるので，色〔・受・想・行・
識〕から解放されない。生・老・死・愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みから解放
されない。苦から解放されない，とわたしは説く。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。
　　かれは色〔・受・想・行・識〕のまわりを走らず，めぐらないので，色〔・受・想・
行・識〕から解放される。生・老・死・愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みから解
放される。苦から解放される，とわたしは説く。
　　（中分第 5 章第 8 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕をわたしのものである，わた
しはこれである，わたしの我であると見る。行くとしても，これら五取蘊に近づい
て行く，立つとしても，これら五取蘊に近づいて立つ，座るとしても，これら五取
蘊に近づいて座る，横たわるとしても，これら五取蘊に近づいて横たわる。
　　凡夫は色〔・受・想・行・識〕そのものを生み出しつつ生み出す。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これはわたしのものである，わた
しはこれである，これはわたしの我であると見ることは正しいか。」「そうではあり
ません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
　　（中分第 5 章第 9 経）このように色〔・受・想・行・識〕がある。このように色〔・
受・想・行・識〕の生起がある。このように色〔・受・想・行・識〕の滅没がある。
このように知り，このように見る者には，もろもろの煩悩は滅尽する。
　　（中分第 5 章第 10 経）このように色〔・受・想・行・識〕がある。このように色〔・
受・想・行・識〕の生起がある。このように色〔・受・想・行・識〕の滅没がある。
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このように無常想が修習され，多くなされると，あらゆる欲望の対象に対する貪欲
を取り除き，あらゆる色形に対する貪欲を取り除き，あらゆる生存に対する貪欲を
取り除き，あらゆる無明を取り除き，あらゆるわたしは存在するという慢心を根絶
する。
　　（後分第 1 章第 1 経）有身という辺とは何か。五取蘊，すなわち，色〔・受・想・行・
識〕蘊である。有身の生起という辺とは何か。およそこの渇愛は再生するものであり，
喜びと貪りをともない，そこここで大きな喜びをもつものである。すなわち欲望へ
の渇愛，生存への渇愛，虚無への渇愛である。有身の消滅という辺とは何か。同じ
その渇愛を残らず消失し，消滅し，捨て，放棄し，解脱し，執着しないことである。
有身の消滅におもむく歩みという辺とは何か。それはまさしく聖なる八支の道であ
る。すなわち，正しい見解，正しい思惟，正しいことば，正しい行為，正しい生活，
正しい精進，正しい思念，正しい瞑想である。（後分第 1 章第 3 経に同趣旨）
　　（後分第 1 章第 2 経）苦とは何か。五取蘊，すなわち，色〔・受・想・行・識〕蘊
である。苦の生起とは何か。およそこの渇愛は再生するものであり，喜びと貪りを
ともない，そこここで大きな喜びをもつものである。すなわち欲望への渇愛，生存
への渇愛，虚無への渇愛である。苦の消滅とは何か。同じその渇愛を残らず消失し，
消滅し，捨て，放棄し，解脱し，執着しないことである。苦の消滅におもむく歩み
とは何か。それはまさしく聖なる八支の道である。すなわち，正しい見解，正しい
思惟，正しいことば，正しい行為，正しい生活，正しい精進，正しい思念，正しい
瞑想である。
　　（後分第 1 章第 4 経）あまねく知られるべきものとは何か。色〔・受・想・行・識〕
があまねく知られるべきものである。あまねく知ることとは何か。貪りの滅尽，怒
りの滅尽，愚かさの滅尽，これがあまねく知ることである。あまねく知っている人
とは何か。阿羅漢であるといわれるべきである。
　　（後分第 1 章第 5 経）いかなる沙門・バラモンであれ，これら五取蘊の味と患と離
をありのままに知らないならば，それらの沙門・バラモンたちを，わたしは沙門であっ
ても沙門と考えず，バラモンであってもバラモンと考えない。
　　いかなる沙門・バラモンであれ，これら五取蘊の味と患と離をありのままに知る
ならば，それらの沙門・バラモンたちを，わたしは沙門にふさわしく，バラモンに
ふさわしいと考える。
　　（後分第 1 章第 6 経）いかなる沙門・バラモンであれ，これら五取蘊の生起と滅没
と味と患と離をありのままに知らないならば，それらの沙門・バラモンたちを，わ
たしは沙門であっても沙門と考えず，バラモンであってもバラモンと考えない。
　　いかなる沙門・バラモンであれ，これら五取蘊の生起と滅没と味と患と離をあり
のままに知るならば，それらの沙門・バラモンたちを，わたしは沙門にふさわしく，
バラモンにふさわしいと考える。
　　（後分第 1 章第 7 経）聖弟子はこれら五取蘊の生起と滅没と味と患と離をありのま
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まに知る。この聖弟子は預流者といわれる。
　　（後分第 1 章第 8 経）修行僧はこれら五取蘊の生起と滅没と味と患と離をありのま
まに知って，取著なく解脱している。この修行僧は阿羅漢といわれる。
　　（後分第 1 章第 9 経）色〔・受・想・行・識〕に対する欲望と貪欲と歓喜と渇愛が
あれば，それを捨てなさい。そうすれば，その色〔・受・想・行・識〕は捨てられ，
根が断たれ根なしにされたターラ樹のように，存在しないものにされ，未来に生じ
ないものとなるであろう。
　　（後分第 1 章第 10 経）色〔・受・想・行・識〕に対する欲望と貪欲と歓喜と渇愛
と取著と心の執持と執着と煩悩があれば，それを捨てなさい。そうすれば，その色〔・
受・想・行・識〕は捨てられ，根が断たれ根なしにされたターラ樹のように，存在
しないものにされ，未来に生じないものとなるであろう。
　　（後分第 2 章第 1 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を知らず，色〔・受・想・行・
識〕の生起を知らず，色〔・受・想・行・識〕の消滅を知らず，色〔・受・想・行・
識〕の消滅に導く行道を知らない。これが無明といわれる。ここまでが無明に属す
る者である。
　　（後分第 2 章第 2 経）聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を知り，色〔・受・想・行・
識〕の生起を知り，色〔・受・想・行・識〕の消滅を知り，色〔・受・想・行・識〕
の消滅に導く行道を知る。これが明といわれる。ここまでが明に属する者である。
　　（後分第 2 章第 3 経，第 4 経）色〔・受・想・行・識〕を厭い，染まらず，消滅す
るために教えを説くならば，教えを説く修行僧といってよい。色〔・受・想・行・識〕
を厭い，染まらず，消滅に向かって歩むならば，教えに従って教えを実行する修行
僧といってよい。色〔・受・想・行・識〕を厭い，染まらず，消滅し，取著なく，
解脱しているならば，現世でニッバーナに達した修行僧といってよい。
　　（後分第 2 章第 5 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を我であると見，我は色〔・受・
想・行・識〕を所有していると見，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見，色〔・
受・想・行・識〕のなかに我を見る。
　　凡夫は色〔・受・想・行・識〕という束縛によって縛られた者であるといわれる。
内外の束縛に縛られ，岸を見ず，彼岸を見ず，縛られたまま生まれ，縛られたまま
死に，縛られたままこの世界から別の世界に行く。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を我であると見ず，我は色〔・受・想・行・識〕
を所有していると見ず，我のなかに色〔・受・想・行・識〕を見ず，色〔・受・想・
行・識〕のなかに我を見ない。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕という束縛によって縛られた者ではない。内外
の束縛に縛られず，岸を見，彼岸を見，苦から解放されている。
　　（後分第 2 章第 6 経）「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕をわたしのも
のである，わたしはこれである，わたしの我である，と見るか。」「見ません。」「よ
ろしい。色〔・受・想・行・識〕をわたしのものではない，わたしはこれではない，
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わたしの我ではない，とこのようにありのままに正しい智慧によって見るべきであ
る。」
　　（後分第 2 章第 7 経）「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕をわたしのも
のではない，わたしはこれではない，わたしの我ではない，と見るか。」「見ます。」「よ
ろしい。色〔・受・想・行・識〕をわたしのものではない，わたしはこれではない，
わたしの我ではない，とこのようにありのままに正しい智慧によって見るべきであ
る。」
　　（後分第 2 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕が結びつけられるものである。それ
に対して欲望や貪欲があれば，それがそこでの結びつけるものである。
　　（後分第 2 章第 9 経）色〔・受・想・行・識〕が取られるものである。それに対し
て欲望や貪欲があれば，それがそこでの取るものである。
　　（後分第 2 章第 10 経）戒を保つ修行僧〔・預流者・一来者・不還者・阿羅漢〕は，
五取蘊を無常として，苦として，病気として，腫れ物として，矢として，罪として，
病として，他として，破壊として，空として，非我として根源的に注意するべきで
ある。五取蘊とは何か。すなわち，色〔・受・想・行・識〕取蘊である。戒を保つ
修行僧〔・預流者・一来者・不還者・阿羅漢〕がこれら五取蘊を無常として，苦と
して，病気として，腫れ物として，矢として，罪として，病として，他として，破
壊として，空として，非我として根源的に注意すると，預流果〔・一来果・不還果・
阿羅漢果〕を作証するであろうということに根拠はある。阿羅漢にはさらにその上
になすべきことはないし，すでになされたことが増大することもない。しかし，こ
れらのことがらが修習され，多くなされると，現在の安楽住によく資すると同時に，
念正知によく資する。
　　（後分第 2 章第 11 経）聞いた教えを保つ修行僧〔・預流者・一来者・不還者・阿
羅漢〕は，五取蘊を無常として，苦として，病気として，腫れ物として，矢として，
罪として，病として，他として，破壊として，空として，非我として根源的に注意
するべきである。五取蘊とは何か。すなわち，色〔・受・想・行・識〕取蘊である。
聞いた教えを保つ修行僧〔・預流者・一来者・不還者・阿羅漢〕がこれら五取蘊を
無常として，苦として，病気として，腫れ物として，矢として，罪として，病として，
他として，破壊として，空として，非我として根源的に注意すると，預流果〔・一
来果・不還果・阿羅漢果〕を作証するであろうということに根拠はある。阿羅漢に
はさらにその上になすべきことはないし，すでになされたことが増大することもな
い。しかし，これらのことがらが修習され，多くなされると，現在の安楽住によく
資すると同時に，念正知によく資する。
　　（後分第 2 章第 12 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
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慧によって見る。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思い，わたしのものという思い，慢心という潜在
する煩悩がなくなる。
　　（後分第 2 章第 13 経）およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見て，取著なく解脱する。
　　このように知り，このように見れば，意識をもつこの身体と外部の一切の様相を
もつものに対して，わたしという思いやわたしのものという思いや慢心を離れ，お
ごりを超えて，よく解脱する。
　　（後分第 3 章第 1 経）凡夫は生起する性質である色〔・受・想・行・識〕を，色〔・
受・想・行・識〕は生起する性質であるとありのままに知らない。衰滅する性質で
ある色〔・受・想・行・識〕を，色〔・受・想・行・識〕は衰滅する性質であると
ありのままに知らない。生起し衰滅する性質である色〔・受・想・行・識〕を，色〔・
受・想・行・識〕は生起し衰滅する性質であるとありのままに知らない。これが無
明といわれる。ここまでが無明に属する者である。
　　聖弟子は生起する性質である色〔・受・想・行・識〕を，色〔・受・想・行・識〕
は生起する性質であるとありのままに知る。衰滅する性質である色〔・受・想・行・
識〕を，色〔・受・想・行・識〕は衰滅する性質であるとありのままに知る。生起
し衰滅する性質である色〔・受・想・行・識〕を，色〔・受・想・行・識〕は生起
し衰滅する性質であるとありのままに知る。これが明といわれる。ここまでが明に
属する者である。（第 2 経＋第 3 経）
　　（後分第 3 章第 8 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに
知らない。これが無明といわれる。ここまでが無明に属する者である。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の味と患と離をありのままに知る。これが明と
いわれる。ここまでが明に属する者である。（第 4 経＋第 5 経）
　　（後分第 3 章第 9 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と離を
ありのままに知らない。これが無明といわれる。ここまでが無明に属する者である。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕の生起と滅没と味と患と離をありのままに知る。
これが明といわれる。ここまでが明に属する者である。（第 6 経＋第 7 経）
　　（後分第 3 章第 10 経）凡夫は色〔・受・想・行・識〕を知らず，色〔・受・想・行・
識〕の生起を知らず，色〔・受・想・行・識〕の消滅を知らず，色〔・受・想・行・
識〕の消滅に導く行道を知らない。これが無明といわれる。ここまでが無明に属す
る者である。
　　聖弟子は色〔・受・想・行・識〕を知り，色〔・受・想・行・識〕の生起を知り，
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色〔・受・想・行・識〕の消滅を知り，色〔・受・想・行・識〕の消滅に導く行道
を知る。これが明といわれる。ここまでが明に属する者である。
　　（後分第 4 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕は熱い灰である。
　　（後分第 4 章第 11 経）信をもって出家した良家の子弟にとって，およそ色〔・受・
想・行・識〕に対する厭離に熱心でいるならば，それは教えに従っていることになる。
色〔・受・想・行・識〕に対する厭離に熱心でいるかれは色〔・受・想・行・識〕
をよく知る。かれは色〔・受・想・行・識〕をよく知り，色〔・受・想・行・識〕
からよく解放される。生・老・死・愁い・悲しみ・苦しみ・憂い・悩みから完全に
解放されて，苦からまったく解放される，とわたしは説く。
　　（後分第 5 章第 1 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著して，内に楽や苦が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
内に楽や苦が生じるであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 2 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，わたしのものである，わたしはこ
れである，わたしの我であると見る。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
わたしのものである，わたしはこれである，わたしの我であると見るであろうか。」「そ
うではありません。」
　　（後分第 5 章第 3 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，それは我である，それは世界である，
そのわたしは死後に常住であり，恒久であり，常恒であり，変化しない性質のもの
であろう，という見解が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
それは我である，それは世界である，そのわたしは死後に常住であり，恒久であり，
常恒であり，変化しない性質のものであろう，という見解が生じるであろうか。」「そ
うではありません。」
　　（後分第 5 章第 4 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，わたしは存在しないかもしれないし，
わたしの〔我は〕ないかもしれない，〔未来に〕わたしは存在しないだろうし，わた
しの〔我は〕ないであろう，という見解が生じる。
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　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
わたしは存在しないかもしれないし，わたしの〔我は〕ないかもしれない，〔未来に〕
わたしは存在しないだろうし，わたしの〔我は〕ないであろう，という見解が生じ
るであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 5 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，間違った見解が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
間違った見解が生じるであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 6 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，有身見が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
有身見が生じるであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 7 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，自己に従った見解が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
自己に従った見解が生じるであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 8 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，束縛と執着と結縛が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
束縛と執着と結縛が生じるであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 9 経）色〔・受・想・行・識〕があると，その色〔・受・想・行・識〕
を取著し，色〔・受・想・行・識〕に執着して，束縛と執着と結縛と固執が生じる。
　　「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住であるか，あるいは無常であ
るか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるいは楽であるか。」「苦です。」
「無常であり，苦であり，変化する性質のものであっても，それを取著しなければ，
束縛と執着と結縛と固執が生じるであろうか。」「そうではありません。」
　　（後分第 5 章第 10 経）「これをどう思うか。色〔・受・想・行・識〕は常住である
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か，あるいは無常であるか。」「無常です。」「無常であるものは苦であるか，あるい
は楽であるか。」「苦です。」「無常であり，苦であり，変化する性質のものを，これ
はわたしのものである，わたしはこれである，これはわたしの我であると見ること
は正しいか。」「そうではありません。」
　　それゆえに，ここで，およそどんな色〔・受・想・行・識〕であれ，過去・未来・
現在の，内的・外的の，粗大・微細の，劣った・優れた，遠くにある・近くにある
すべての色〔・受・想・行・識〕を，これはわたしのものではない，わたしはこれ
ではない，これはわたしの我ではないと，このようにこれをありのままに正しい智
慧によって見るべきである。
